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会
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令
和
５
年
度
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【
回
答
】
大
型
の
工
事
用
車
両
の
通
行
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

第
二
第
駐
車
場
の
前
面
道
路
と
そ
れ
に
つ
な
が
る
県
道
と
の

交
差
部
の
交
差
角
が
き
つ
く
、
ま
た
一
部
道
路
幅
が
狭
い
区

間
に
は
、
民
家
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
拡
幅
す
る
と
な

る
と
時
間
を
要
す
る
と
と
も
に
、
騒
音
や
振
動
な
ど
の
影
響

も
想
定
さ
れ
、
近
隣
住
民
に
ご
不
便
を
掛
け
る
。こ
の
た
め
前

面
道
路
を
使
用
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
る
。

現
在
、
こ
ど
も
の
国
を
管
理
す
る
福
祉
局
と
調
整
の
上
、
こ
ど

も
の
国
園
内
に
工
事
用
車
両
の
た
め
の
仮
設
道
路
を
設
置
す

る
こ
と
を
検
討
。

こ
ど
も
の
国
園
内
を
通
す
場
合
に
は
、
こ
ど
も
の
国
へ
の
営

業
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う
、
福
祉
局
や
指
定

管
理
者
と
と
も
に
検
討
。

【
回
答
】
広
域
防
災
活
動
拠
点
は
、
大
規
模
災
害
時
に
逃
げ
遅

れ
る
な
ど
し
て
取
り
残
さ
れ
た
被
災
者
を
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
っ
て
浸
水
区
域
外
へ
搬
送
す
る
た
め
の
救
出
・
救
助
の

活
動
拠
点
と
し
て
活
用
。こ
の
場
所
を
「
緊
急
避
難
場
所
」
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
弥
富
市
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
迅
速
な

救
出
・
救
助
活
動
の
妨
げ
の
原
因
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
ゆ

え
、
緊
急
避
難
場
所
に
指
定
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
と

の
こ
と
。

し
か
し
な
が
ら
、
指
摘
の
と
お
り
、
他
の
緊
急
避
難
場
所
に
避

難
す
る
い
と
ま
が
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
や
む
を
得
ず
活

動
拠
点
に
避
難
さ
れ
る
方
や
、「
海
南
こ
ど
も
の
国
」
に
留
ま

ら
ざ
る
を
得
な
い
来
園
者
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

弥
富
市
や
海
部
南
部
消
防
組
合
と
意
見
交
換
し
、
避
難
者
の

安
全
管
理
に
も
十
分
に
配
慮
し
て
、
よ
り
よ
い
活
動
拠
点
と

な
る
よ
う
検
討
。

質
問
者
：
朝
日
将
貴　
　

回
答
者
：
防
災
拠
点
推
進
室

【
質
問
１
】ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
お
け
る

　

広
域
防
災
活
動
拠
点
の
整
備
進
捗
状
況
に
つ
い
て

【
質
問
２
】広
域
防
災
拠
点
建
設
に
お
け
る

　

工
事
車
両
等
の
通
行
に
関
す
る
検
討
状
況
に
つ
い
て

【
質
問
３
】広
域
防
災
拠
点
を「
緊
急
避
難
場
所
」と
し
て

　

指
定
は
で
き
な
い
か

【
回
答
】
今
回
ご
要
望
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
海
南
こ
ど
も

の
国
の
広
域
防
災
活
動
拠
点
の
供
用
開
始
と
あ
わ
せ
、
２
０

２
６
年
度
に
弥
富
市
制　

周
年
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
防
災

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
す
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
変
意
義

が
あ
る
う
え
、
多
く
の
参
加
者
も
見
込
ま
れ
る
の
で
、
県
と
し

て
も
開
催
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
。

【
質
問
４
】防
災
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て
弥
富
市
制
施
行

　
　

周
年
事
業
と
し
て
の
開
催
要
望
に
つ
い
て

愛
知
県
議
会
議
員

朝
日 

将
貴

総
務
企
画
委
員
会
質
疑（
防
災
対
策
課
）

12

会
期　

２
０
２
３
年　

月
１
日
〜　

月　

日
20

12

12

【
回
答
】

１
．木
曽
三
川
下
流
域
Ⅰ　

〜
愛
西
市 

旧
永
和
荘
跡
地

愛
西
市
の
拠
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
末
・
本
年
３
月

に
供
用
を
開
始
。そ
の
後
の
取
組
み
と
し
て
は
、
救
出
・
救
助

活
動
の
実
効
力
を
高
め
る
た
め
、
実
動
訓
練
を
定
期
的
に
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。災
害
は
昼
夜
を
問
わ
ず
発
生
す

る
の
で
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
夜
間
離
着
陸
訓
練
を
実
施

予
定
。

２
．木
曽
三
川
下
流
域
Ⅱ　

〜
弥
富
市 

海
南
こ
ど
も
の
国

海
南
こ
ど
も
の
国
の
第
二
駐
車
場
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
構
造
に
て

整
備
を
予
定
。今
年
度
は
、
実
施
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
来
年

度
か
ら
建
設
工
事
に
着
手
し
、
２
０
２
６
年
度
内
の
供
用
開

始
を
目
指
す
。ま
た
、
円
滑
な
工
事
着
手
が
で
き
る
よ
う
、
こ

ど
も
の
国
の
施
設
管
理
者
で
あ
る
福
祉
局
や
地
元
・
弥
富
市

な
ど
、関
係
機
関
と
の
調
整
を
進
行
。

３
．西
三
河
南
部
地
域　

〜
西
尾
市 

行
用
町
地
内

西
尾
市
の
拠
点
は
、
今
年
度
前
半
に
盛
土
造
成
工
事
が
完
了
。

防
災
倉
庫
の
建
築
工
事
は
２
月
中
旬
の
完
成
を
予
定
。３
月

に
救
助
ボ
ー
ト
等
の
救
助
資
機
材
の
搬
入
を
予
定
。

来
年
度
は
、
上
面
部
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
等
、
仕
上
げ
の
工

事
を
実
施
し
、来
年
度
内
の
供
用
開
始
を
目
指
す
。

４
．東
三
河
南
部
地
域　

〜
豊
橋
市 

豊
川
橋
料
金
所
跡
地

料
金
所
跡
地
の
管
理
者
国
土
交
通
省
・
名
古
屋
国
道
事
務
所

と
土
地
の
譲
渡
手
続
き
を
進
め
る
。今
年
度
は
、
基
本
設
計
、

地
質
調
査
に
着
手
。ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
大
型
バ
ス

に
よ
る
避
難
者
の
輸
送
も
検
討
。

20

防
災
危
機
管
理
課　

青
山
担
当
課
長（
政
策
・
啓
発
）

20

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

・
令
和
５
年
度　

月
補
正
予
算

　

物
価
高
騰
対
策
な
ど
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

　

企
業
会
計
合
わ
せ
て

　

６
０
７
億
１
５
５
万
１
０
０
０
円

　

の
増
額
な
ど　

件
の
議
案
を
審
議

　

い
た
し
ま
し
た
。
51 12
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【木曽三川下流域Ⅱ】
弥富市・海南こどもの国

愛西市

津島市

あま市

飛島村

蟹江町

大治町

弥富市

【木曽三川下流域Ⅰ】
愛西市大井町

2023年 3月 18日　供用開始

2023 年度実施設計

ゼロメートル地帯広域防災活動拠点

弥富市 海南こどもの国第二駐車場　広域防災活動拠点イメージ

※第二駐車場の利用制限について
工事期間中は、第二駐車場の一部または全域が利用できなくなります。
海南こどもの国を利用される皆様におかれましては、ご理解とご協力を
いただきますようお願いいたします。

なぜ弥富につくるの？

いつ完成するの？

どのような利用をするの？

避難することは出来るの？

H

内陸の避難所・病院等

ヘリコプターによる防災拠点への搬送

ボートによる救出・救助活動

まとまった人数を
内陸へ搬送 弥富市を含む海部地域は広大な海抜ゼロメートル地

帯が広がっています。愛知県では、南海トラフ地震
などの大地震が発生した時に、堤防の沈下や津波に
よる浸水被害から、住民の皆さんの命を守り、いち
早く安全な場所まで搬送することを目的として、防
災活動拠点を海南こどもの国の第二駐車場につくり
ます。

この防災活動拠点は、大地震が発生した時に逃げ遅れる
などして取り残された方を、ヘリコプターによって安全
な場所まで搬送するための場所であり、ここに多くの方
が避難された場合、迅速な救出・救出活動の妨げの原因
となるおそれがあることから、避難場所に指定すること
は考えておりません。
ただし、他の場所に避難できなかった方などがこの防災
活動拠点に避難できるよう、階段を設置するほか、避難
された方の待避場所を設けます。

２０２４年度に工事を開始予定。
２０２６年度内の完成を目指しています。

この防災活動拠点は、津波により浸水しない
造りとし、ヘリコプターの離発着場、救出・
救助ボートの船着場、救助ボートなどの救助活動資
機材を備えます。津波による浸水で取り残された方
をヘリコプターやボートにより防災活動拠点まで救
助し、そこから大型のヘリコプターを使ってさらに
安全な場所まで搬送する活動を行います。

拠
点
運
用

　
イ
メ
ー
ジ

県資料参考

第一駐車場

第二駐車場

 多目的広場

プール
斜面広場

Google map


